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立神峡だより
「里山を守る」竹林整備と竹炭づくり

　ご自宅に眠っている鯉のぼりがありましたら、是非ご寄
贈頂き観光振興にご協力をお願いします。ご連絡頂きまし
たら、こちらから受け取りにお伺いいたします。連絡先は立
神峡公園管理棟までお願いします。

　2月5日（日）立神峡において、公益社団法人熊本県緑化推進委員会森づくりボランティア
ネットが主催する、竹林整備と竹炭づくりの講習会がありました。募集定員20名に対し、30名
の応募があり、その関心の高さが伺えました。講習会は簡易炭焼き器による竹炭づくりから
はじまり、竹炭が出来るまでの間、参加者は竹の伐採や竹細工作りにも挑戦しました。炭焼き
が完成するとその出来栄えに歓声が沸き、皆がそれぞれに楽しんでいました。
　午後からは、スタッフの指導の下、チッパーシュレッダー（竹粉砕）を使って参加者が切り出
した竹を粉砕しました。竹粉は自由に持ち帰ることが出来たので、参加者は嬉しそうに袋に
詰めていました。
　今回の取り組みを通じて、自然に接する機会の無い都会の人達が、この機会に自然に接
し、里山の整備や竹林対策への関心が高まることを期待したいものです。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲様々な年代の人が興味を持ち参加されました ▲チッパーシュレッダーで竹を粉砕

▲梅が見ごろです。ぜひお越しください。

引 き 続 き 鯉 の ぼ り 募 集

立神峡公園は梅が見ごろ

　例年だと梅は3月となっていますが、今
年は1月から咲き始め2月にはほぼ出揃
い、便りが届く頃には丁度満開になってい
ることと思います。川面に咲き誇る梅を見
ながらの公園散策はいかがでしょうか。


